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ヤングケアラー支援者の研修会と支援者会議を実施

夏休みヤングケアラー学習支援事業として「島っ子未来塾」を開催

鹿児島県内の離島で、地道な啓発活動、支援活動が実現できました
子どもたちの負担が当然と見なされている鹿児島県内の離島で、地道な啓発活動、
支援活動ができたのは、POSCの助成があったからこそと感謝しています。新しい課題に
目を向け、地道に活動していくためには、POSCなどの支援は不可欠なものです。助成
金授賞式で知己を得た、他地区の活動者から応援のお電話をいただき、感謝しています。

助成団体：特定非営利活動法人　鹿児島県ファイナンシャル・プランナー協会	

家事や家族の世話などの負担を　　　　　
余儀なくされるヤングケアラー

NPO法人「鹿児島県ファイナンシャル・プランナー協会」

は、一般市民を対象に、個人の財産づくりや資産運用を

はじめとする金融全般に関するセミナーや相談会、コンサ

ルティング、金銭教育を通した青少年健全育成事業、学

習療法などを活用した高齢者介護予防事業、生活困窮

者自立支援法に基づく生活困窮家庭の子どもへの学習

支援事業、生活困窮者の自立促進事業を行うとともに、

鹿児島県内でのファイナンシャル・プランナー活動の普及

と啓発、ファイナンシャル・プランナーの養成・指導・派遣を

行うことで、生涯にわたって誰もが安心して暮らすための

金融に関する知識の普及と支援対策の確立を図る活動

に取り組んでいる。

鹿児島県内の離島では、かねてより「ヤングケアラー」

となっている子どもたちが多いと推測されてきた。ヤングケ

アラーとは、障がいや病気などのケアを要する家族がいる

ため、家事や家族の世話などをしなくてはならない18歳

未満の子どもを指す言葉である。家庭内にサポートできる

大人がいない場合、子どもがその責任を負わざるを得ず、

それに対する行政の支援もまだ十分に進んでいないのが

現状である。もちろん、子どもが家族をケアすること自体は

問題ではないが、そのために子どもとして守られるべき権

利が侵害されているケースも少なくない。文部科学省と厚

生労働省が令和３年に発表した調査結果によると、中学

２年生の約17人に１人がヤングケアラーであった。

そこで、その実態を把握し、支援策を模索しながら、要

望の多い学習支援事業を行うことにした。

ヤングケアラー学習支援事業として、　　　
奄美大島で「島っ子未来塾」を開催

まず、ヤングケアラー支援の実態を調べるため、自治体

への電話による聞き取りアンケートを実施した。さらに2022

年７月23～24日（10～16時）、奄美大島の名瀬公民館を

会場に夏休みヤングケアラー学習支援事業として、「島っ

子未来塾」を開催した。これには地元の高校生 18名が

参加した。また、10月と2023年１月には、鹿児島市の鹿児

島県住宅供給公社ビルと霧島市の国分公民館で、ヤング

ケアラー支援者の研修会と支援者会議を行った。

こうした取り組みを通じて、実態調査で多く挙がった「勉

強する時間が取れない」「友だちと遊ぶ時間がない」といっ

た子どもたちの不満に、少しでも応えることができた。島っ

子未来塾に参加した子どもたちの活き活きした顔を見るに

つけ、新型コロナ禍での制限はあったものの、実施してよ

かった。実際の勉強時間は短かったものの、講師の先生

方から勉強のヒントを得た子どもたちが、それを今後の勉

強に活かしていくものと期待している。

島っ子未来塾に参加した子どもたちの親からも子ども

が明るくなったと感謝され、さらに地元の社会福祉協議会

の指導員や民生委員からも高い評価と協力を得ることが

できた一方、若者が少なく、子どもが多い離島では、親の

面倒を見る、兄弟の世話をするなどといったことは当たり

前のこととして問題視されていない現状があり、行政や学

校からはヤングケアラーとして大げさに取り上げて問題視

することに批判の声があった。離島のヤングケアラーの実

態が想像以上にひどい状態であることがわかり、こうした

実態や支援策を自治体に政策提言していきたいと考えて

いる。

特定非営利活動法人　鹿児島県ファイナンシャル・プランナー協会
理事長　小浜 洋一さん

鹿児島県内の離島に多いヤングケアラーの
実態を調査するとともに学習支援を行う

「ヤングケアラー」とは病気や障がいを抱えた家族の世話や家事を担わざるを得ない18歳未満の子どもたちのことである。
そこには様々な背景があるが、子どもとして守られるべき権利が侵害されているケースもある。鹿児島県の離島でヤング
ケアラーの実態を把握し、その支援策を検討し、さらにそうした子どもたちからの要望が多い夏休みの学習支援を行った。

子どもの健全育成と、SDGsの目標のうち『貧困をなくそう』『すべての人に健康と福祉を』
『質の高い教育をみんなに』の実現に資する活動への支援

「離島のヤングケアラーの実態把握と
学習・生活支援及び相談」事業


